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背 景背 景
 地球の温暖化地球の温暖化

 二酸化炭素の大量放出二酸化炭素の大量放出
 地球的規模での環境問題地球的規模での環境問題

 化石燃料の代替燃料化石燃料の代替燃料
 化石燃料は限りある資源化石燃料は限りある資源
 温暖化の原因は化石燃料の燃焼温暖化の原因は化石燃料の燃焼
 早急な代替燃料の開発が必要早急な代替燃料の開発が必要
 政府も海藻からエタノールを生産する開発に取り組み開始政府も海藻からエタノールを生産する開発に取り組み開始

 食品と競合しないエネルギー資源食品と競合しないエネルギー資源
 代替燃料として期待されているエタノールは、トウモロコシなどの代替燃料として期待されているエタノールは、トウモロコシなどの

食糧から生産したため、諸物価の高騰を招いた。食糧から生産したため、諸物価の高騰を招いた。
 そこで、食糧と競合しないバイオマス資源の一つとして海藻類かそこで、食糧と競合しないバイオマス資源の一つとして海藻類か

ら液体燃料の生成を検討する。ら液体燃料の生成を検討する。
 海洋県の長崎海洋県の長崎

 幸い、長崎県は長い海岸線を有していて海洋県幸い、長崎県は長い海岸線を有していて海洋県
 海藻類は多く生育、養殖にも適している海藻類は多く生育、養殖にも適している

 海藻の育成は海洋浄化の効果と二酸化炭素の吸収も促海藻の育成は海洋浄化の効果と二酸化炭素の吸収も促
進され、燃料問題を解決。複数の効果も期待できる。進され、燃料問題を解決。複数の効果も期待できる。



長崎海洋環境研究会長崎海洋環境研究会
 産学官が連携して、海藻をベースとしてバイオマス資源としてエネルギーや産学官が連携して、海藻をベースとしてバイオマス資源としてエネルギーや

飼料、肥料や工業製品などに利活用するとともに海藻類の養殖を行うこと飼料、肥料や工業製品などに利活用するとともに海藻類の養殖を行うこと
を通じて大村湾などの磯枯れ防止、漁場の提供による魚介類の生産性のを通じて大村湾などの磯枯れ防止、漁場の提供による魚介類の生産性の
向上などを目指して有志による研究会を発足した。向上などを目指して有志による研究会を発足した。

 事業の内容事業の内容
①情報、資料の収集①情報、資料の収集
②長崎県の海藻の種類と有効利用量の調査②長崎県の海藻の種類と有効利用量の調査
③長崎県海域の環境調査③長崎県海域の環境調査
④海藻の酵素による分解、発酵技術に関する調査・研究開発支援④海藻の酵素による分解、発酵技術に関する調査・研究開発支援
⑤海藻類の繁殖、栽培に関する調査･開発支援⑤海藻類の繁殖、栽培に関する調査･開発支援
⑥海藻液体燃料の製造プロセスの技術開発・実用化支援⑥海藻液体燃料の製造プロセスの技術開発・実用化支援
⑦啓蒙活動及びセミナーの開催⑦啓蒙活動及びセミナーの開催
⑧その他関連する技術発・実用化支援⑧その他関連する技術発・実用化支援

 会 員会 員
産：産： （株）ジェイ・エヌ・シー、大石建設（株）、（有）中吉興産、（有）エキスパートリンク（株）ジェイ・エヌ・シー、大石建設（株）、（有）中吉興産、（有）エキスパートリンク
官：西海市役所、大村湾漁協組合、中小企業団体中央会、（長崎県水産試験場）官：西海市役所、大村湾漁協組合、中小企業団体中央会、（長崎県水産試験場）
学：長崎総合科学大学、長崎大学学：長崎総合科学大学、長崎大学



産産

 （株）ジェイ・エヌ・シー（株）ジェイ・エヌ・シー
規格外野菜や資源作物なとのバイオマスからエタノー規格外野菜や資源作物なとのバイオマスからエタノー
ルなどの燃料の生産を行う目的で設立ルなどの燃料の生産を行う目的で設立

大石建設（株）大石建設（株）
港湾土木港湾土木
海の掃除機（サブマリンクリーナー）を開発海の掃除機（サブマリンクリーナー）を開発

 （有）中吉興産（有）中吉興産
海産物加工業海産物加工業
海藻からの有用成分の抽出技術保有（サプリメント化）海藻からの有用成分の抽出技術保有（サプリメント化）

 （有）エキスパートリンク（有）エキスパートリンク
水産加工品の仲介水産加工品の仲介
環境マネジメント環境マネジメント



官官

西海市役所西海市役所
廃棄海藻の有効利用方法を検討廃棄海藻の有効利用方法を検討

大村湾漁業協同組合大村湾漁業協同組合
大村湾を漁場とする漁業協同組合大村湾を漁場とする漁業協同組合

中小企業団体中央会中小企業団体中央会

（長崎県水産試験場）（長崎県水産試験場）
本年度はオブザーバーとして参加本年度はオブザーバーとして参加



学学

長崎総合科学大学長崎総合科学大学
工学部造船工学科工学部造船工学科

海藻回収船の開発、バイオマス運搬船の開発海藻回収船の開発、バイオマス運搬船の開発
浮体構造物に関する技術の保有浮体構造物に関する技術の保有

工学部機械工学科工学部機械工学科
バイオメタノール製造技術保有バイオメタノール製造技術保有
バイオディーゼル燃料バス「クリーンバイオディーゼル燃料バス「クリーンNiASNiAS号」の運転号」の運転

人間環境学部環境文化学科人間環境学部環境文化学科
バイオディーゼル燃料の製造技術保有バイオディーゼル燃料の製造技術保有
海洋浄化技術保有海洋浄化技術保有
地域自治会における廃油の回収システムの構築地域自治会における廃油の回収システムの構築
資源作物の栽培方法検確立資源作物の栽培方法検確立

長崎大学水産学部長崎大学水産学部
海洋環境及び海藻類の専門家多数海洋環境及び海藻類の専門家多数



調査研究の目的調査研究の目的

国内外でも取り組みが始まった段階である。直ちに、国内外でも取り組みが始まった段階である。直ちに、

海藻の分解・発酵、海藻の分解・発酵、 海藻の養殖海藻の養殖

などの開発に取り組む前に国内の専門家との意見交換、などの開発に取り組む前に国内の専門家との意見交換、
連携を行いながら連携を行いながら

酵素、発酵などの技術開発の状況酵素、発酵などの技術開発の状況
長崎県内の海藻に関する調査研究長崎県内の海藻に関する調査研究

を行い、を行い、

長崎の地域に相応しく、今後の実用化を目指す長崎の地域に相応しく、今後の実用化を目指す
ための研究開発を行う。ための研究開発を行う。



調査研究の内容調査研究の内容

① 情報、資料の収集① 情報、資料の収集

② 長崎県の海藻の種類と有効利用量の調査② 長崎県の海藻の種類と有効利用量の調査

③ 長崎県海域の環境調査③ 長崎県海域の環境調査（特に、大村湾のアマ（特に、大村湾のアマ
モとアオサの影響）モとアオサの影響）

④ 海藻の酵素による分解、発酵技術に関する④ 海藻の酵素による分解、発酵技術に関する
調査調査

⑤⑤ 海藻液体燃料の海藻液体燃料の製造プロセスの技術開発内製造プロセスの技術開発内
容検討容検討



研究会の事業の内容研究会の事業の内容

回収、輸送、
前処理

海藻環境研究会の事業

製 品 化 地域の環境

藻場の再生

漂着海藻の回収

生育後の海藻収穫

海藻類の輸送

海藻類の前処理

燃料資源（エタノール等）

飼料（家畜、養殖魚用等）

肥料

工業用製品（接着剤等）

魚介類の育成

磯焼け防止

窒素（Ｎ） 、リン（ P ）
の吸収による海域浄化

炭酸ガス（CO2)の吸収

海藻腐食による悪臭防止

海藻の廃棄処分

新産業の創出

製 品 化

環 境 保 全

大村湾浄
化と活性
化

廃棄海藻類の
有効活用

海 藻
（海草）



解決すべき課題解決すべき課題

１．海藻類の分解と糖化のための酵素の開発１．海藻類の分解と糖化のための酵素の開発
•• 長崎では海藻類を食用とする魚介類（アワビ、サザ長崎では海藻類を食用とする魚介類（アワビ、サザ

エ、ブダイ）の内臓から酵素を抽出して適用する開エ、ブダイ）の内臓から酵素を抽出して適用する開
発を予定している。発を予定している。

２．分解・発酵プロセスの開発２．分解・発酵プロセスの開発
•• 熱エネルギー等の使用量が少なく、簡素なプラント熱エネルギー等の使用量が少なく、簡素なプラント

の設計をして低コストかを目指す。の設計をして低コストかを目指す。

３．海藻の回収と収穫３．海藻の回収と収穫
•• 沿岸には多くの海藻が漂着しているが、厄介者で沿岸には多くの海藻が漂着しているが、厄介者で

産業廃棄物処理されている。しかし、利活用するに産業廃棄物処理されている。しかし、利活用するに
は経済的な収穫と回収は検討課題である。は経済的な収穫と回収は検討課題である。

４．ホンダワラなどの海藻の養殖４．ホンダワラなどの海藻の養殖
•• わかめの養殖より困難である。わかめの養殖より困難である。



海藻から液体燃料の生産の課題海藻から液体燃料の生産の課題
 海藻の糖分海藻の糖分

 海藻は９０海藻は９０%%が水分で、糖分は約４が水分で、糖分は約４%%程度と極めて少ない。残さは飼料、程度と極めて少ない。残さは飼料、
肥料、工業用製品なとに利用する。肥料、工業用製品なとに利用する。

 経済性経済性
 海藻の糖分は数海藻の糖分は数%%程度なので、海藻の回収、糖化、発酵などの全体の程度なので、海藻の回収、糖化、発酵などの全体の

生産の経済性については事前に十分な検討が必要。生産の経済性については事前に十分な検討が必要。





調査研究のスケジュール調査研究のスケジュール


